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　町長　坪根秀介･　副町長　今任和広・　教育長　百留隆男・　会計管理者　中　　豊
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　教務課長　古原典幸・　総務係長　熊谷豊司

───────────────────────────────

○職務のため本会議に出席した者の職氏名

　議会事務局長　　　　宮秋伸一
　議会事務局主任主事　友松　円
○議事日程

平成２７年第２回上毛町議会定例会議事日程（３日目）
平成２７年６月１９日　午前１０時００分　開議
日程第　１　諸般の報告
日程第　２　議案第３６号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例について

日程第　３　議案第３７号　平成２７年度上毛町一般会計補正予算（第１号）
日程第　４　議案第３８号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
日程第　５　議案第３９号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
日程第　６　議案第４０号　吉富町外１町環境衛生事務組合規約の変更について
日程第　７　発議第　３号　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（案）
日程第　８　発議第　４号　「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書（案）
日程第　９　議会運営委員会の開会中の継続審査・調査の申し出について

日程第１０　広報特別委員会の閉会中の継続審査・調査の申し出について
○　会　議　の　経　過　（３日目）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開議　午前１０時００分
○議長（安元慶彦君）皆さん、おはようございます。定刻になりました。御起立をお願いいたします。

　一礼して着席願います。礼。
　ただいまの出席議員は１１名で、定足数に達しております。７番峯議員より、欠席する旨の届け出がありましたので、御報告いたします。
　ここで、初日に指名した会議録署名議員である２名の議員が現時点で１名となりましたので、会議規則第１２５条で規定されています２名の署名議員を保持するため、会議録署名議員を追加して指名いたします。

　本定例会の会議録署名議員に、９番大山議員を指名します。
　これから本日の会議を開きます。
　その前に、皆様方に御報告、お知らせをいたします。本日、傍聴に全国Ｂ型肝炎訴訟九州原告団より２名、それから、福岡県聴覚障害者協会より３名、うち１名の方は通訳の作業をいたします。これを許可しておりますので、皆さんに御報告をいたします。

　これから本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に運営資料として配付しておりますので御確認ください。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第１、諸般の報告を行います。
　本日の会議では、６月９日の本会議で各常任委員長に審査を付託した議案について、各常任委員長に審査状況の報告を願います。委員長の報告が終了した後、報告に対する質疑を行い、討論、採決を行います。
　なお、各委員長の報告は、委員会付託案件をまとめて報告いただきますので、議事日程の順は配付した資料と異なりますが、御了解ください。
　各委員会の審査結果は、審査結果報告書として議長宛てに提出されておりますので、運営資料の中に写しを配付しております。

　各常任委員長報告終了後の討論、採決は、日程の順に従って行いますので、御了解ください。
　地方自治法第１２１条の規定に基づく説明員としては、お手元に配付の各氏の出席を認め、会議に出席いただいております。
　これで諸般の報告を終わります。

───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）これより、各常任委員長から委員会に付託した案件の審査状況の報告を受けます。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第３、議案第３７号　平成２７年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）、日程第４、議案第３８号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）、日程第６、議案第４０号　吉富町外１町環境衛生事務組合規約の変更について、日程第７、発議第３号　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（案）、日程第８、発議第４号　「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書（案）、以上５件を議題とします。

　文教厚生常任委員長の報告を求めます。
　三田委員長。

○文教厚生委員長（三田敏和君）皆さん、おはようございます。文教厚生常任委員会から報告をいたします。
　当委員会は６月１５日、議会中小会議室において、文教厚生常任委員会６名と町長以下執行部の出席をもって、午前８時５３分開会、１０時２４分に閉会されました。
　当委員会に付託された案件は、町長から提出された予算案２件、その他１件、議員から提出された発議２件の合計５件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行い、次のとおり決定いたしましたので、会議規則第７７条の規定に基づき報告をいたします。

　議案第３７号　平成２７年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）について、最初に総務課長に総括説明を求めました。
　歳入歳出の総額に歳入歳出それぞれ２,７１８万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４２億９,６１８万２,０００円とする。
　継続費ですが、総務管理費の固定資産台帳整備・公共設備総合管理計画策定業務委託事業において、総額１,９５０万円の継続をお願いする。債務負担行為としては、全国瞬時警報システム整備事業、消防救急無線デジタル化整備事業等々を合わせて、３,６３８万４,０００円をお願いするものです。次に、稲作経営安定緊急対策資金利子補給金、今回は稲作農家２戸の融資に対しての軽減措置を講じるということで説明がありました。

　今回の補正予算に対する財源は、国庫支出金２７５万３,０００円、県支出金８６０万２,０００円、そして地方交付税ですが、普通交付税として１,３３８万５,０００円を充当しております。

　歳出では、全般的に今回４月１日、職員の人事異動に伴う職員の給料、手当、賃金等の予算の補正、組み替えを行っています。
　固定資産台帳整備・公共施設総合管理計画策定業務委託料として１,１００万、同じく企画費で、財団法人自治総合センターから実施をいたしておりますコミュニティ助成事業において、西友枝体験交流センターゆいきららの活動支援に対する助成金１２０万円があります。
　開発交流推進費では、上毛ＳＩＣ及び東九州自動車道を含めて、連結する各自動車道のＳＡ、ＰＡにおいて配布する広報用のパンフレット印刷代３１万円と、大池公園周辺整備に伴う上水施設整備による水源探査の委託料１００万２,０００円をお願いするものです。
　農林水産費では、先ほど説明しました稲作農家２戸に対する稲作経営安定緊急対策資金利子補給補助金があります。
　消耗品費では、東九州自動車道上毛ＰＡ、ＳＩＣ設置による道路案内表示にかかる消耗品を新たにお願いするものです。
　総括説明に対する質疑として、地方交付税ですが、今、幾ら来ているのかお伺いする。大池公園周辺東側水源探査の委託料ですが、ここにどれくらいの集客が予想されるのか。当初予算の実施計画で１,２００万円計上しているが、実施計画をする以上は、それなりの財源内訳がわかっていると思う。財源内訳を知らせてほしい。道路の案内板がありますが、本来であれば高速道路をつくる前に、ここに大平楽のおり口、何メートル先に大平楽があるというような案内板を設置したほうがよかったのではないかと思うが、その後そういうことができたのか。

　答弁。水源探査委託料は一般財源です。事業全体については今後、補助金等が活用できれば補助金を活用したい。今の段階ではどの財源だとかはお答えできない。なるべく補助金を活用したいと考えている。道路案内板につきましては、現在、町民の方々から高速の入り口がわかりにくいという指摘は確かにありました。そういうことから、当初予算の消耗品の中から、御存じと思いますが、垂れ幕、横断幕をわかりやすいように設置しました。標識等につきましては警察等との協議もありますし、いろいろな観点から私たち道路管理者、委託している部分もあるので、そこらは見やすいように設置したいと考えています。現に今回も予算を計上しています。それから、地方交付税の関係ですが、現時点では１１億１,４４９万円です。
　質疑。大池公園のところで民間店舗を幾つか建設するようですが、民間店舗では概略６億という資本があります。それは民間の資本を使うのか、それとも町の税を使うのか。
　答弁。そのあたりにつきましては、一般質問でもお答えしていると思いますが、集客あるいは民間店舗の運営の形態であるとか、そのあたりにも今後、基本計画等の中で十分、検討する予定としております。今の段階では明確に決まっているものではありません。
　質疑。大池公園東側水源探査は民間施設だけの分の水源探査か。
　答弁。全体探査だと思っています。
　融資主体補助型経営体育成支援事業補助金は、どこの団体、個人にやるのかわかっているのか。
　答弁。融資主体補助型経営体育成支援事業ですが、対象者は農業法人で、今回は株式会社ユーアスです。
　次に、担当課長の説明を求めました。
　長寿福祉課長。老人福祉費で９６万７,０００円を増額、３億８,０７７万９,０００円となる。これにつきましては今回、４月の人事異動について後期高齢者医療特別会計へ繰り出しの補正です。
　住民課長。戸籍住民基本台帳費ですが、職員の人事異動に伴うもの、それから通知カード・個人番号カード関連事務委託料で、２７５万３,０００円を計上している。これは、マイナンバー制度導入に伴って、個人番号を各個人に通知する業務、個人番号カード発行業務等を地方公共団体情報システム機構Ｊ－ＬＩＳに委託するものである。財源は、税、国庫補助金、社会保障・税番号システム整備補助金等で、２７９万円を全額充当しております。
　子ども未来課長。人事異動に伴うもの、そして７節の賃金については、人事異動に類するもので、４月より町民健康係の保健師１名減が生じたので、これを補完するために、嘱託看護師１名を任用するということで今回２５３万３,０００円を計上した。
　教務課長。学校管理費で今回３５６万２,０００円を追加しました。内容につきましては、１５節の工事請負費で３４０万円、これにつきましては５月１１日、議員の皆さんに現地を見ていただいて、東側において一部工事をさせていただいた部分があるので今回、補正をしております。内容につきましては、防球ネットの改修、その他、その下のコンクリート張り、あるいはグラウンドの適正な管理をするための散水用の配管の補修、合わせて３４０万円、さらに１６節でグラウンド補充用の土、１４万円を計上しております。
　担当課長の説明に対する質疑として、戸籍基本住民台帳は、皆さん御承知のとおり国の行政面では非常にいいということですが、国から地方公共団体に統一規格でいろいろな面でサービスができる点です。しかし、セキュリティーの点ではかなりの情報漏えいという問題が問われています。本町はどの辺まで住民情報をインプットするのですか。
　答弁。まず個人番号カードに関しては、住所、氏名、年齢、それからカード番号等です。それが入っています。それが基本的な情報です。それがカードのＩＣチップ、標準チップの中に入っている。写真もありますけれども、それで身分証明、電子証明のカードとして使用できます。
　質疑。今、一番問題になっているのは庁舎内の大もとのデータを、仕事がハードで個人のパソコンにデータを入れて家でやろうと持って帰って、あけたら汚染されたということが現にあります。うちの庁舎内で個人のパソコンを仕事場に持ち込んでやっているようなことはないか。公的なパソコンを家に持って帰って作業をするようなことはないか。
　答弁。原則、個人のパソコンを机の上に置いて仕事をするようなことを禁止しています。なおかつ、データを家に持って帰ること自体も禁止しております。
　番号の件ですが、個人の情報がかなり集積されているということだが、どういう内容か。
　答弁。番号自体に情報が蓄積されているという意味ではなく、その番号をキーにして、必要な情報を間違いなく、その該当の機関から取得することができるようなもので、番号にひもづいて、どこかの機関が、その人の個人情報を全て集約して管理するというような形態ではないと認識している。
　保健衛生費総務費の７節賃金ですが、これは当初予算で嘱託看護師１名減、当時削っておりました。今度また復活させようとしておりますが、原資は地域包括センターに移動したという補正か。
　答弁。そのとおりです。

　この件で、専門職なので賃金は幾らですか。
　答弁。嘱託職員ということで、月額１７万円です。
　賃金なので、１日幾らということにならないのか。

　予算の賃金という説目の中では、月額で定める場合と、日額で定める二通りがあります。
　質疑。グラウンド等に相当多額に金を投資しているが、これで何年ぐらい耐用年数が大丈夫なのか。

　答弁。これにつきましては約２０年から３０年前からこの方法で施工されていて、近くは曽根中学校、築上西高等学校が七、八年たっていますが、全く問題ない状態です。ほかのところの部分を専門業者に聞きますと、しっかりした管理をやっていただければ２０年もつと言っているところもあるということで、今後いかにしっかり管理をやっていただけるかということにかかると思います。

　しっかりした管理というのは、水だまりに補強材を入れて管理する以外にはないのか。

　そういった日々の管理、あるいは月に１回、２カ月に１回、グラウンドを機械で回すとか、さらに今、総合グラウンドのほうにトラクターを置いて、トラクターにブラシがあります。なかなかそこで頻繁に使われておりませんので、中学校のほうに持っていって先生方にしっかり管理をしていただくようにお願いしている。私たちも日々気をつけながらしっかり管理をやれば、かなり長い期間もつと考えております。

　以上、質疑が終わって、討論。反対討論あり。

　採決。起立多数で可決することに決しました。

　議案第３８号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、最初に、長寿福祉課長に説明を求めました。
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９６万７,０００円を追加し、歳入歳出それぞれ１億３,７２２万４,０００円とする。今回は、４月１日の人事異動に伴って、後期高齢者医療の担当者がかわったので、それに伴う変更です。財源は一般財源の繰入金を充当しております。
　質疑なし。

　討論なし。
　採決。全会一致で可決することに決しました。
　議案第４０号　吉富町外１町環境衛生事務組合規約の変更について、最初に住民課長に説明を求めました。
　吉富町外１町環境衛生事務組合の監査員、現組合議員２名のうち１名を、人格が高潔で地方公共団体の財務管理、事業の経営管理その他行政運営に関してすぐれた識見を有する者のうちから選任するというふうに変更するとの説明でした。
　質疑。改正後の条文では「人格が高潔で」とは難しい。つまり、地方公共団体の財務管理に携わった方、事業の経営管理に携わった方、組合の議員というのは大体わかりますが、それにあわせて人格高潔、一般にはそう諮られ、大多数がその人がよいというのが高潔というのではないでしょうか。
　答弁。地方自治法第１９６条の規定にされています条文と同じものです。
　質疑。ここに理由説明を書いていますが、そういうふうに変更をする必要性はどういうことか。それから、その他の広域はどうなっているか。
　答弁。理由としては地方自治法第１９６条にあわせたということです。ほかのことですが、豊前市外二町清掃施設組合は地方自治法と同じような条文となっています。

　討論なし。

　採決。前回一致で可決することに決しました。
　発議第３号　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（案）について、提案者より補足説明がありました。
　この意見書は、福岡県内で苅田町と上毛町だけがまだ採択していない。ウイルス性の肝炎の胆管がんにかかると結構医療費がかかります。患者は高齢者のＣ型肝炎が多いそうで、年金生活者も多い。医療費の負担に耐えかねている方もいると。年々患者が亡くなって減っているそうです。これで救済できれば、金のほうはそんなに必要はないかと思う。
　質疑。この文章は見た記憶があるが。

　答弁。以前、団体から意見書採択のお願いをされた案件です。

　討論なし。

　採決。全会一致で採択することに決しました。
　発議第４号　「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書（案）について、提出者に補足説明を求めました。
　この意見書案も県内で２自治体しか残っていない。ぜひ御理解をいただきたい。私も聴覚障害者の理解はしていたつもりだが、こんな単純なことも知らなかったことがあったということで、パンフの内容について紹介がありました。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決。全会一致で採択することに決しました。

　以上で報告を終わります。
○議長（安元慶彦君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。
　これから、文教厚生常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑はありませんか。
（「質疑なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
―――――――――――――――――――――――――――――――
○議長（安元慶彦君）日程第２、議案第３６号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例について、日程第３、議案第３７号　平成２７年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）、日程第５　議案第３９号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）、以上３件を議題とします。
　総務産業建設常任委員長の報告を求めます。
　宮崎委員長。
○総務産業建設委員長（宮崎昌宗君）総務産業建設常任委員会から報告します。
　当委員会は６月１６日、議会中小会議室において、常任委員６名中５名と町長以下執行部の出席をもって、午前８時５５分開会、午前１０時閉会しました。
　当委員会に付託された案件は、町長提出の条例案１件、予算案２件の計３件です。

　当委員会に付託された案件の審査を行いましたので、その経過と結果を会議規則第７７条の規定に基づき報告します。

　議案第３６号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例について、産業振興課長より説明がありました。
　鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴い、手数料を徴収する事務の内容について、所要の改正の必要が生じたためとの説明がありました。
　質疑。改正内容は。
　答弁。法律名の改正により、条例の名称の変更を行った。

　質疑。国の法律名が改正された背景は。

　答弁。鹿、イノシシ等がふえたことにより農産物等の被害が深刻化し、鳥獣保護の担い手が減少しているので、担い手の育成が生じたため、改正された。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　議案第３７号　平成２７年度上毛町一般会計補正予算（第１号）（所管分）について、最初に総務課長より総括説明がありました。
　総括説明に対する質疑といたしまして、質疑、石破地方創生大臣との対談により、大池公園開発において何か財政的に有利な方法が見出せたのか。
　答弁。開発計画を町独自のやり方で行っている。独自の補助等がいただけるのではとは思っている。
　質疑。補助率や上限といった点での考え方はあるのか。
　答弁。補助事業のメニュー等は今後検討していく。連結部分については社会資本整備交付金があり、上限額を外してといったものではないと認識している。
　質疑。大池公園の開発にのめり込み、予算が青天井に膨れ上がらないか。議会にも随時、報告していただきたい。
　答弁。周辺地域が一体となった整備を考えている。上毛といった枠組みにとらわれず、住民の生活圏、経済圏に合わせた整備をしたい。中津からも上毛と一緒にしたいとの声もある。地域住民にとって何が大事であるかを考えながら十分に議論を進めていきたい。何か動きがあれば議会にも報告したいといったような答弁がありました。

　次に担当課長より、総務、企画情報、開発交流推進、税務、産業振興、建設の順で説明がありました。
　歳出に対する主な質疑といたしまして、質疑、固定資産台帳整備・公共施設総合管理計画策定業務の内容は。
　答弁。平成２７年度は固定資産台帳の整備として１,１００万、平成２８年度は公共施設総合管理計画として８５０万円で、各個別の施設の調査をし、管理カルテを作成し、総合管理計画をつくるための費用です。

　質疑。上毛スマートインターチェンジ広報用パンフレット印刷費は、何部をどこに配布するのか。
　答弁。２種類で計４万部を作成し、東九州方面と広島方面のサービスエリア等に置かせていただく予定です。
　質疑。税務課からの通知が同じ日に２通来ることがある。合理化できないか。
　答弁。内容によって、まとめて送れるものがあれば送るように指示したい。

　質疑。大池公園東側の水源探査はどのくらいの水量を必要としているのか。

　答弁。今回は、水が出るかの探査で、出るポイントを探るための探査です。毎分６０リットルぐらい出れば足りると思われる。

　質疑。機構集積協力金交付事業補助金の面積は。

　答弁。全体で１１戸、５.７ヘクタール。今回補正分は４戸で、３.３６ヘクタールです。

　質疑。土木総務費の消耗品費の内容は。

　答弁。上毛スマートインターチェンジ周辺に、看板と横断幕を設置するための予算です。

　歳入に対する質疑。質疑。今年度の地方交付税の見込みは。
　答弁。見込みで２１億７,０００万円です。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　続きまして、議案第３９号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）、建設課長より説明がありました。
　質疑なし。

　討論なし。

　採決の結果、全会一致で可決されました。

　以上で総務産業建設常任委員会の報告を終わります。

○議長（安元慶彦君）以上で、常任委員長の報告が終わりました。
　これから、総務産業建設常任委員長の報告に対する質疑を行います。
　質疑ありませんか。
（「質疑なし」という声あり）

○議長（安元慶彦君）質疑なしと認め、これで質疑を終わります。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）これから、委員会付託案件の討論、採決を行います。

　日程第２、議案第３６号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）

○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第３６号　上毛町手数料条例の一部を改正する条例については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第３、議案第３７号　平成２７年度上毛町一般会計補正予算（第１号）について、これから討論を行います。
　反対討論はありませんか。
　茂呂議員。

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第３７号は反対の立場から討論いたします。
　国からの社会保障・税番号システム整備補助金が計上され、マイナンバー導入のための準備が進められています。マイナンバーは国の施策であるが、勤務先の事業所に個人番号を伝え、民間事業所がマイナンバーを扱うことになります。マイナンバーのために金も人もかけられるのは一部の大企業でしかありません。多くの企業は経営で手いっぱいです。全ての事業所が番号を適正に管理するのは不可能です。企業が倒産すれば、番号をちゃんと廃棄する保障などはありません。身近なところで個人番号が漏れる危険があります。ＩＴ企業の専門家も、ネットに接続している限り、漏えいリスクはあると言っています。情報量が多いほど、どうしても価値が高くなり、狙われやすくなります。

　それから、大池公園周辺整備事業計画は財源内訳もはっきりせず、費用対効果もあるとは思えないので、事業は中止すべきです。
　以上の理由を申し上げて、この議案に反対いたします。

○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
　宮本議員。

○１１番（宮本理一郎君）私は、議案第３７号　平成２７年度一般会計補正予算（第１号）に、賛成の立場より討論いたします。
　本案は、地域農業の再生、インター周辺整備事業の推進と本町の活性化、学校教育環境の整備等を含む、住民生活に直結する重要な予算ばかりでございます。このような見地より、私は、議案第３７号は粛々と執行されるべきものと考え、賛成するものでございます。
○議長（安元慶彦君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（起立多数）
○議長（安元慶彦君）賛成多数。よって、議案第３７号　平成２７年度上毛町一般会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第４、議案第３８号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第３８号　平成２７年度上毛町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第５、議案第３９号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第３９号　平成２７年度上毛町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第６、議案第４０号　吉富町外１町環境衛生事務組合規約の変更について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）討論なしと認め、これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案可決であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、議案第４０号　吉富町外１町環境衛生事務組合規約の変更については、原案のとおり可決することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第７、発議第３号　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（案）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
　三田議員。

○８番（三田敏和君）私は、ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（案）について、賛成の立場から討論をいたします。
　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成は現在、肝炎治療特別促進事業として実施されていますが、対象となる医療が、Ｂ型、Ｃ型肝炎ウイルスの減少を目的とした抗ウイルス治療であるインターフェロン治療と、Ｂ型肝炎の核酸アナログ製剤治療に限られているため、医療費助成の対象から外されている患者が相当数おります。
　その中では、就労が厳しく生活にも困難を来している人もたくさんいます。医学上の認定基準が極めて厳しいため、亡くなる直前でなければ認定されないといった状況もあるようです。私の妻もＣ型肝炎から肝がんとなって亡くなりました。
　そういう意味から、全てのウイルス性肝炎患者が、差別偏見なく安心して治療を受け、生活ができる社会をつくることを目的として、この意見書案について賛成をいたします。
○議長（安元慶彦君）ほかに。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は原案採択であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、発議第３号　ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書（案）は、原案のとおり採択することに決しました。
───────────────────────────────
○議長（安元慶彦君）日程第８、発議第４号　「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書（案）について、これから討論を行います。

　反対討論はありませんか。

（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）賛成討論はありませんか。
　宮本議員。

○１１番（宮本理一郎君）私は、発議第４号　「手話言語法（仮称）」制定を求める意見書（案）賛成の立場より、討論するものであります。
　長きにわたり、聴覚障害者は多数派の健聴者社会から疎外され、苦痛と不利益を受けてこられた歴史的背景がございます。今こそこの手話言語法の制定をなし、聴覚障害者の権利を広げ、健聴者とともに文化的社会生活を享受できるためにも、本「手話言語法」制定を求める意見書（案）に賛成するものであります。

○議長（安元慶彦君）ほかに。
　三田議員。
○８番（三田敏和君）私も「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書（案）について、賛成の立場から討論いたします。
　聾者がコミュニケーションをとったり物事を考えたりするときに使う言葉で、指先の動きや表情などを使って、概念や意思を視覚的に相手に表現するのが手話であります。その手話が実は学校の中で使われていない、口話法で今までやってきたということで、聾学校での教育に手話を導入する、さまざまな場面で手話による情報保障、手話に対する正しい認識の啓発が行われなければならないことを定めた法律は、まだありません。
　障害者総合支援法も、手話通訳者を派遣できる範囲を市町村の判断に任せている、派遣の範囲が市町村の財政状況によって違ってくると聞いております。そのために、聾者は常に不安を抱えているということを踏まえて考えると、この手話言語法をぜひ制定させていただきますように、意見書を採択の立場から賛成をいたします。

○議長（安元慶彦君）ほかにありませんか。
（「討論なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）これで討論を終わります。
　これから本案を採決します。
　本案に対する委員長の報告は、原案採択であります。
　本案を委員長の報告のとおり決することに賛成議員の起立を求めます。
（全会一致）
○議長（安元慶彦君）全会一致。よって、発議第４号　「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書（案）は、委員長の報告のとおり採択されました。
───────────────────────────────

○議長（安元慶彦君）日程第９、議会運営委員会の開会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、議会運営委員会委員長から、所掌事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査したい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定いたしました。
───────────────────────────────

○議長（安元慶彦君）日程第１０、広報特別委員会の閉会中の継続審査及び調査の申し出についてを議題とします。

　配付した運営資料のとおり、広報特別委員会委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の規定により、特定事件の調査事項について、閉会中の継続審査及び調査としたい旨の申し出がありました。

　お諮りします。

　委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに御異議ありませんか。

（「異議なし」という声あり）
○議長（安元慶彦君）異議なしと認めます。したがって、委員長から申し出のとおり、閉会中の継続審査とすることに決定しました。
───────────────────────────────

○議長（安元慶彦君）以上で本日の日程は全て終了しました。

　平成２７年第２回上毛町議会定例会を閉会します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　閉会　午前１０時４３分
○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。
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